
当
初
は
総
選
挙
へ
の
展
望

を
書
き
た
か
っ
た
が
、
微
妙

な
時
期
に
な
り
差
し
替
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
７
月
に
政

権
交
代
に
よ
り
労
働
党
政
権
が

誕
生
し
た
。
１
０
年
余
り
続
い

た
保
守
党
政
権
は
イ
ン
フ
レ
な

ど
に
よ
り
生
活
苦
に
喘
ぐ
国
民

の
信
頼
を
失
っ
た
。
一
方
、
フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
、
移
民

排
斥
を
訴
え
る
極
右
政
党
が
勢

い
を
増
し
、
先
日
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
は
ナ
チ
ス
と
の
関
連
も
あ

る
政
党
が
第
一
党
に
ま
で
上
り

詰
め
、
危
機
感
が
強
ま
っ
て
い

る
。連

邦
議
会
へ
の
襲
撃
を
扇
動

す
る
な
ど
複
数
の
裁
判
の
被
告

で
あ
り
な
が
ら
、
相
手
を
罵
倒

し
排
除
す
る
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
は
完
全
に

分
断
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
信
奉
し
て
き
た
民

主
主
義
が
、
脅
威
に
晒
さ
れ
て

い
る
。

一
方
で
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
、
中
国
の
習
近
平
主
席
や

北
朝
鮮
の
金
正
恩
総
書
記
は
ア

メ
リ
カ
と
鋭
く
対
立
し
、
南
米

で
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
の
独
裁
が
続
き
、
選

挙
結
果
さ
え
無
視
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
体
制
も
国
民
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
選
択

肢
だ
と
も
言
わ
れ
る
が
、
一
様

に
情
報
が
厳
し
く
統
制
さ
れ
、

個
人
の
自
由
が
著
し
く
制
限
さ

れ
る
。

民
主
主
義
と
て
完
全
で
は
な

い
。
権
力
や
お
金
に
対
す
る
人

の
欲
が
加
わ
る
と
、
時
の
経
過

と
と
も
に
制
度
は
腐
敗
し
機
能

し
な
く
な
る
。
人
気
取
り
の
政

治
（
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
）
が
台
頭

す
る
危
険
性
も
。

日
本
は
ど
う
か
。
長
期
政
権

が
続
き
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
権

力
が
世
襲
さ
れ
て
い
く
。
い
わ

ば
名
ば
か
り
の
こ
の
国
の
民
主

主
義
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。

一
つ
に
は
、
や
は
り
政
権
交
代

が
普
通
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

さ
ら
に
「
新
し
い
酒
は
、
新

し
い
革
袋
に
盛
れ
」
と
言
う
。

新
し
い
国
づ
く
り
に
は
、
新
し

い
政
治
の
形
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
新
し
い
「
革
袋
」
に
は
、

政
治
団
体
の
結
成
・
運
営
か
ら
、

選
挙
、
そ
し
て
共
通
の
理
念
と

政
策
の
実
現
ま
で
、
一
貫
し
て

市
民
が
主
体
と
な
る
本
物
の
民

主
主
義
が
ふ
さ
わ
し
い
。

そ
こ
に
盛
ら
れ
る
「
新
し
い

酒
」
と
し
て
は
、
経
済
や
教
育
、

医
療
、
福
祉
か
ら
安
全
保
障
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
至
る
ま
で
、
全

て
に
お
い
て
市
民
の
側
に
立
っ

た
新
し
い
理
念
と
政
策
が
ふ
さ

わ
し
い
。

新
し
い
革
袋
を
作
り
、
新
し

い
酒
を
盛
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

変
革
の
主
役
は
あ
く
ま
で
私
た

ち
一
人
一
人
の
草
の
根
の
市
民

で
あ
る
。

２
年
後
、
２
０
２
６
年
の
秋
の
市

議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
、
新
し
い

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
の
た
め
に
働
き
た
い
、
地
域

を
よ
く
し
た
い
な
ど
少
し
で
も
政
治

に
関
心
の
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご

一
報
下
さ
い
。
ま
ず
は
、
私
た
ち
と

お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、

性
別
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

現
在
、
市
民
政
党
「
草
の
根
」
に
所

属
す
る
市
議
会
議
員
は
１
人
で
す
。
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9月定例会中、ちょうど
国では立憲民主党の代表
や自民党の総裁選挙が行
われ、また兵庫県知事の
失職問題など政治が大き
く動きました。
政治とカネ問題で派閥

が解散した自民党も結局、
裏では旧派閥のドンの大
きな力が働き、未だに旧
態依然としていることが
露わになりました。これ
では、政治が刷新される
はずもありません。その
うち、何もなかったよう
に資金集めのパーティー
や企業・団体献金が始ま
るのでしょう。
また、公益通報によっ

て大問題を起こした兵庫
県知事問題では、大事な

議会開会中にもかかわら
ず、失職～選挙というこ
とになってしまいました。
私は、9月議会で山口県

の公益通報制度について
一般質問をして、犯人探
しなどは以ての外である
こと、制度の不完全性や
知事が被通報者となった
場合の対応について県の
姿勢を質しました。
また、オスプレイの岩

国基地への配備について、
米軍の議会証言と国の説
明の違いを指摘し、今か
らでもしっかり安全性を
検証するよう知事に強く
申し入れをしました。

オスプレイの安全性に疑念

県 議 井原すがこ

退
会
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
重
岡
邦
昭
市
議
会
議
員
が
「
草
の
根
」
を

退
会
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８月２３日 稲刈りの様子
今年も豊作でした。

９
月
２
７
日
に
N

H
K
の
朝
の
ド
ラ
マ

「
虎
に
翼
」
が
最
終

回
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
初
め
て
女
性

弁
護
士
と
な
っ
た
人

物
（
三
淵
嘉
子
さ
ん
）

の
実
話
を
も
と
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
古

く
か
ら
の
様
々
な
抑

圧
の
中
で
苦
し
み
な

が
ら
生
き

て
い
る
人

の
為
に
、

佐
田
寅
子

さ
ん
と
仲

間
た
ち
が

時
代
を
切

り
開
い
て

い
く
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

多
く
の
人
に
感
動
与

え
た
事
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
27
日

の
午
後
に
は
自
民
党

の
総
裁
選
挙
が
行
わ

れ
、
石
破
茂
氏
が
新

総
裁
に
選
ば
れ
ま
し

た
。派

閥
を
解
消
し
た

の
で
ボ
ス
の
影
響
力

の
無
い
新
し
い
総
裁

選
挙
が
行
わ
れ
る
と

言
わ
れ
興
味
を
持
っ

て
テ
レ
ビ
を
観
て
い

ま
し
た
が
、
決
戦
投

票
に
お

い
て
は
重
鎮
の
指
示

で
勝
敗
が
決
ま
り
ま

し
た
。
候
補
者
が
行
っ

た
政
策
論
争
は
一
体

何
だ
っ
た
の
か
？
結

局
、
今
ま
で
通
り
の

ど
ろ
ど
ろ
し
た
権
力

闘
争
を
見
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
じ
１
日
の
中
の

午
前
と
午
後
で
理
想

と
現
実
を
あ
じ
わ
っ

た
気
分
で
す
。

私
は
市
民
政
党
「
草

の
根
」
の
市
議
会
議

員
と
し
て
、
最
後
ま

で
「
虎
に
翼
」
の
よ

う
に
「
草
の
根
」
の

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
、

岩
国
市
民
に
寄
り
添
っ

た
政
治
活
動
を
し
て

参
り
ま
す
。

草
の
根
と
共
に

市
議

広
中
英
明



兵
庫
県
で
は
、
職
員
の
内
部

告
発
を
適
切
に
処
理
せ
ず
、
逆

に
本
人
を
特
定
、
追
及
し
、
自

殺
に
追
い
や
り
、
そ
の
後
県
議

会
に
よ
る
百
条
委
員
会
の
設
置
、

不
信
任
決
議
を
経
て
知
事
が
辞

職
す
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。

こ
の
事
例
を
通
じ
て
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
公
益
通
報
制
度
を
め

ぐ
る
課
題
を
整
理
し
て
み
る
。

公
益
通
報
者
の
保
護
を
図
る

と
と
も
に
、
企
業
や
行
政
機
関

の
違
法
・
不
正
行
為
を
是
正
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

16
年
に
制
定
さ
れ
た
。

労
働
者
や
公
務
員
、
そ
の
退

職
者
が
、
企
業
や
行
政
機
関
内

部
の
違
法
・
不
正
行
為
を
通
報

す
る
こ
と
を
い
い
、
通
報
先
と

し
て
は
、
企
業
や
行
政
機
関
に

対
す
る
内
部
通
報
と
報
道
機
関

等
に
対
し
て
行
う
外
部
通
報
が

あ
る
。

公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理

由
と
す
る
解
雇
は
無
効
、
降
格
・

減
給
そ
の
他
の
不
利
益
な
取
扱

い
も
禁
止
さ
れ
る
。

内
部
通
報
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

等(

窓
口
設
置
、
「
従
事
者
」
の

指
定
、
内
部
規
程
の
策
定
等)

を

行
う
。

内
部
調
査
等
の
従
事
者
に
対

し
、
通
報
者
を
特
定
さ
せ
る
情

報
の
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

要
綱
な
ど
を
定
め
て
い
る
の

は
、
一
部
の
自
治
体
に
限
ら
れ

る
が
、
山
口
県
の
制
度
を
紹
介

す
る
。通

報
窓
口
は
人
事
課
長
と
さ

れ
、
担
当
職
員
が
公
益
通
報
対

応
業
務
従
事
者
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。受

理
さ
れ
た
公
益
通
報
に
つ

い
て
は
、
対
応
業
務
従
事
者
が

必
要
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
知
事
に
報
告
す
る
。
知
事

は
、
必
要
に
応
じ
改
善
措
置
を

講
じ
る
。

（
問
題
点
）
知
事
や
幹
部
職

員
が
通
報
の
対
象
で
あ
る
場
合

に
、
調
査
等
の
過
程
か
ら
本
人

を
除
外
す
る
仕
組
み
が
な
い
。

毎
年
度
公
益
通
報
の
件
数
を

公
表
す
る
と
と
も
に
、
必
要
が

あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
等
も
公
表

す
る
。

（
問
題
点
）
内
容
等
の
公
表

が
県
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
件
数
だ
け
が
公
表
さ
れ
て

い
る
。

・
兵
庫
県
の
例
の
よ
う
に
知
事

が
公
益
通
報

の
対
象
で
あ

る
場
合
に
は
、

本
人
が
非
を

認
め
自
ら
を

罰
す
る
こ
と

は
期
待
で
き

な
い
の
で
、

外
部
の
第
三

者
委
員
会
に

調
査
を
委
託

す
る
な
ど
客

観
性
を
持
た

せ
る
必
要
が

あ
る
。

公
益
通
報
制
度

公
益
通
報
者
保
護
法
の
制
定

(1)
公
益
通
報
と
は

(2)
通
報
者
の
保
護

(3)
内
部
通
報
へ
の
対
応

(4)
守
秘
義
務

井
原
す
が
こ

山
口
県
公
益
通
報
制
度

(1)
通
報
窓
口
・
従
事
者

(2)
調
査
・
改
善
措
置

(3)
公
表

朝
日
浴
び
逆
光
に
透
け
る
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
戦
ぐ
で
も
な
し
飴
色
の
群
れ
川
上
恵
子

湯
気
こ
も
る
土
間
に
家
族
の
賑
や
か
に
寒
餅
丸
め
し
遠
い
思
い
出

尾
﨑
重
子

晴
天
の
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
雪
の
華
白
き
が
一
瞬
手
の
ひ
ら
に
消
ゆ

金
光
秋
子

空
部
屋
の
あ
り
ま
す
と
あ
る
裏
通
り
墨
の
薄
れ
た
木
札
下
が
り
ぬ

川
戸
幸
子



草の根ネット案内

党費の納入について

「草の根」の活動は、みなさまのご支援に

より支えられています。

今年度（１月～１２月）の党費の納入を
お済みでない方はよろしくお願いします。

①お届けした振込み用紙で

②地域のお世話人へ

③直接事務所へ

党費 党 員 １千円

特別党員 １万円

なお、すでに今年度の党費を納入済みの

方には、振込用紙を同封しておりません。

車検証

９月に車検を受けました。数日後に

検査証が届き、主人に車に貼っておいて

くださいと頼むと、「今日は台風で雨と風

が強いからはがれるよ」と言われてしまい

ました。車検証は車の内側に貼るという

ことを知らない主人！ ？？？です。

（すがこ記）

草
の
根
会
報
は
、
毎
年

２
回
、
４
月
と
10
月
に
発

行
さ
れ
ま
す
。
編
集
も
自

前
で
行
わ
れ
、
読
み
や
す

い
よ
う
に
様
々
な
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
１
２
０
０
部

印
刷
し
、
市
外
の
方

に
は
郵
送
で
、
市
内
は
各
地
区
の

お
世
話
人
に
よ
る
手
配
り
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
長
年
の
ご
協
力

に
感
謝
致
し
ま
す
。

当
初
は
大
勢
の
お
世
話
人
（
70

～
80
人
）
に
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
、
高
齢
に
よ
り
人

数
が
減
少
し
十
分
に
配
布
で
き
な

い
地
域
も
増
え
て
い
ま
す
。

井
原
す
が
こ
の
県
議
会
報
告
も

含
め
て
年
に
４
回
、

で
き
る
範
囲
で
構

い
ま
せ
ん
が
、
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報

下
さ
い
。

お
世
話
人
募
集

草の根コラム

兵
庫
県
で
は
、
知
事
に
対
す
る
公
益
通
報
を
め

ぐ
っ
て
、
県
議
会
に
百
条
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
不
信
任
決
議

が
可
決
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
知
事

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
議
会
の
強

い
権
限
で
あ
る
。

（百
条
委
員
会
）

地
方
自
治
法
第
100
条
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
委

員
会
で
、
行
政
に
対
す
る
強
い
調
査
権
限
を
持
っ
て

い
る
。
出
頭
を
拒
否
し
た
り
虚
偽
の
証
言
を
し
た

場
合
に
は
罰
則
の
適
用
が
あ
り
、
国
会
の
国
政
調

査
権
に
該
当
す
る
も
の
。

（不
信
任
決
議
）

地
方
自
治
法
第
178
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
議

会
に
お
い
て
、
議
員
数
の
3
分
の

2
以
上
が
出
席
し
、
4
分
の
3
以

上
の
賛
成
に
よ
り
成
立
。
不
信
任

決
議
が
可
決
さ
れ
た
場
合
に
は
、

首
長
は
、
10
日
以
内
に
議
会
を
解
散
す
る
か
、
自

ら
失
職
す
る
か
を
選
択
す
る
。
議
会
が
解
散
さ
れ
、

選
挙
後
初
め
て
の
議
会
で
再
び
不
信
任
決
議
が
可

決
（出
席
議
員
の
過
半
数
で
成
立
）
さ
れ
た
場
合
に

は
、
首
長
は
自
動
的
に
失
職
す
る
。

議
会
の
権
限

ちょこっと


